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３
月
19
日
、
川
内
高
校
で
み
ら
い
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
政
策
提
言
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
校
が
変
化
の
激
し
い
未

来
社
会
を
力
強
く
生
き
抜
い
て
い
く
た

め
の
知
識
、
思
考
力
、
表
現
力
を
高
め

る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
し
て
平
成

28
年
度
に
立
ち
上
げ
た「
可
愛
山
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

だ
も
の
で
す
。

　
昨
年
10
月
に
、
市
が
み
ら
い
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委
嘱
し
た
１
年
生

２
６
６
名
が
81
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
探

究
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
が
ま
と
ま
り
、
学
校
内
審

査
を
経
て
、
代
表
と
な
っ
た
８
グ
ル
ー

プ
26
名
が
今
回
、
政
策
提
言
発
表
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

×

※薩摩川内市みらいアドバイザーとは…
　市は、持続可能で魅力的なまちづくりの推進に当たり、中高生の視点から必要な意見・
助言を求めるため、本市の中学校や高校に在する方または本市に住所を有する中高生の中
で、希望する方に薩摩川内市みらいアドバイザーとして委嘱をしています。令和２年度は、
モデル事業として、川内高校１年生全員を委嘱しました。

第３回

私
た
ち
が
考
え
る

ま
ち
の
未
来

薩
摩
川
内
市

み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
※
）
が

政
策
提
言
を
発
表

22021.05.10 広報

※令和デザイントークとは…
　広く市民の声を聴くために開催される新しい市民との対話の場とし、次期総合計画への
反映と市職員の人材育成・政策形成能力の向上などさまざまな分野への波及効果を目的と
しています。

第
３
回
令
和
デ
ザ
イ
ン
ト
ー
ク

　
市
で
は
、
今
回
の
政
策
提
言
発
表
を「
令

和
デ
ザ
イ
ン
ト
ー
ク（
※
）」と
位
置
付
け
、

当
日
は
、
田
中
良
二
市
長
を
は
じ
め
関
係

課
職
員
に
加
え
、「
広
聴
・
新
ビ
ジ
ョ
ン

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」メ
ン
バ
ー
も
集
結
し
、

川
内
高
校
と
協
同
で
運
営
や
撮
影
な
ど
の
記

録
と
政
策
提
言
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
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全
て
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
が
終
わ
っ
た

後
、
田
中
市
長
の
講
評
で
は
、「
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
が
関
係
部
署
や
デ
ー
タ
の
調

査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
、
非
常
に
十

分
な
準
備
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
チ
ー
ム
内

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
が

伺
え
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
提

案
・
提
言
に
対
し
て
は
、「
女
性
の
社
会

進
出
、
子
育
て
支
援
、
環
境
配
慮
お
よ
び

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
確
実
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。
み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ

ん
と
共
に
大
き
な
目
標
年
度
、
新
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
中
の
薩
摩
川
内
市
の
発
展
に
ま
い
進

し
た
い
。
本
日
は
、
貴
重
な
提
言
、
ア
イ

デ
ア
を
頂
き
元
気
が
出
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　
市
長
講
評
の
後
は
、
末
永
企
画
政
策
部

長
か
ら
、
審
査
結
果
の
発
表
が
あ
り
、
併

せ
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

講
評
・
審
査
結
果
発
表

男女平等社会のために…

Great Satsumasendai 
from ｇreat women

子供の楽園
～子育てしやすい環境について～

少子化対策・未婚化・晩婚化
について

14H　石原蓮士　長友捺樹　福田海成グループ
問題・課題
なぜ女性の社会進出が進んでいないのか。
その改善策とは

12H　髙原明日翔　登尾裕成　平山夏帆グループ
問題・課題
本市の女性管理職登用は進んでいない

17H　二宮日茉里　日髙朋哉　星原睦美グループ
問題・課題
子育てをするのに公園がほしい
空き家問題の解消

12H　枇杷天心　麥田迅グループ
問題・課題
少子化・未婚化・晩婚化の対策とは

・保育所の増設
・ベビーシッターの増員
・延長保育の実施

・各企業で、一定の基準を設け達成時には
　謝礼金を贈呈
・女性の管理職登用に積極的な企業を広報
　紙で紹介

・子供の成長の場である公園を整備
・リノベ―ションした空き家を休憩や飲食
　のできる場所に

・原発に頼らないまちづくり
・給付金や援助金の充実を
・子育て支援施設や保育施設などの増

提案・提言

提案・提言

提案・提言

提案・提言

私
た
ち
の
提
案
各
提
言
・
提
案
か
ら
主
な
も
の
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。（
※
敬
称
略
）

　

学生でも読　 める広報紙
16H　櫨さやか　　　　　　村尾陽彩
　　　柳川すずな　　　　　四元心裕グループ
問題・課題
川内高校1年生の73％は　　　「広報薩摩川内」を
読んだことがない

･各学校が持ち回りで　　記事を書く「学
　校記事のコーナー　　の創設」
・SNSを活用してアピ　　ールを行う

暮らしたい町・　　薩摩川内市
13H　白石瑠偉　　　　　　新森大樹
　　　原田裕也　　　　　　恵瑚呂グループ
問題・課題
薩摩川内市の人口減少

・人口が増えている市　　町村の取り組みや
　住民の意見を参考に　　　充実した施設や設
　備の整備を

「訪れたい」を　　　「住みたい」に
16H　大石いずみ　　　　　小坂陽向
　　　下舞依吹　　　　　　東畠凜グループ
問題・課題
本市に足りない学習　　 施設と川内文化
ホールの跡地利用

・川内文化ホールの　跡　　地を学習施設と
　して利用し、魅力あ　　るまちづくりへ

自然環境を　学ぶために
17H　髙山愛梨　　　　　　中原幸靖
　　　半澤香佳グループ
問題・課題
学生を対象に環境を　　学ぶ機会を増や
せないか

・川内川流域の地域特　　性を生かした　
　学習プログラムを

42021.05.10 広報

　
最
優
秀
賞
は
、「
学
生
で
も
読

め
る
広
報
紙
」を
テ
ー
マ
に
、
校

内
の
１
年
生
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
各
学
校
が
持
ち

回
り
で
記
事
を
書
く
、「
学
校
記

事
の
コ
ー
ナ
ー
」を
作
る
こ
と
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
広
報
紙
の

ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ
と
な
ど
を
提

案
し
た
櫨
さ
ん
、
村
尾
さ
ん
、
柳

川
さ
ん
、
四
元
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
の
一
人
、
柳
川
さ

ん
は
、「
迷
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

仲
間
と
協
力
し
、
薩
摩
川
内
市
を

思
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に
、

『
自
分
た
ち
な
ら
ど
う
し
た
い
か
』

と
い
う
学
生
の
視
点
を
大
切
に

し
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
。
市

に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
、貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

今
後
は
、
故
郷
で
あ
る
薩
摩
川
内

市
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
全
体
に
役

立
て
る
よ
う
学
業
な
ど
に
励
み
た

い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
秀
賞
に
は
、『｢

訪
れ
た

い｣

を「
住
み
た
い
」に
』を
テ
ー
マ

に
、
閉
館
し
た
川
内
文
化
ホ
ー
ル
の

跡
地
利
用
に
、
学
習
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
大
石
さ
ん
、
小

坂
さ
ん
、
下
舞
さ
ん
、
東
畠
さ
ん
グ

ル
ー
プ
が
、
優
良
賞
に
は
、「
Ｇ
ｒ

ｅ
ａ
ｔ
　
Ｓ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｍ
ａ
ｓ
ｅ
ｎ

ｄ
ａ
ｉ
　
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
　
ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

ｗ
ｏ
ｍ
e
ｎ
」と

題
し
て
、
女
性

管
理
職
の
登
用

の
さ
ら
な
る
推

進
を
提
案
し
た

髙
原
さ
ん
、
登

尾
さ
ん
、
平
山

さ
ん
グ
ル
ー
プ

が
受
賞
し
ま
し

た
。

政
策
提
言
発
表
会
を
終
え
て

　
学
校
を
代
表
し
て
運
営
を
担
当
し
て
く

だ
さ
っ
た
落
雅
博
先
生
は
、「
今
回
の
取

り
組
み
を
通
し
て
生
徒
が
改
め
て
自
分

の
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
見
直
す
良
い
機

会
に
な
っ
た
。『
み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』

に
委
嘱
し
て
い
た
だ
き
、
政
策
提
言
を

最
終
目
標
と
し
た
こ
と
で
生
徒
た
ち
は
、

『
自
分
た
ち
が
薩
摩
川
内
市
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
』を
真
剣
に
考
え
て
お
り
、

最
終
発
表
に
は
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。

　
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
一
過
性
の
も

の
に
せ
ず
継
続
し
、
生
徒
た
ち
の
将
来
の

進
路
や
就
職
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち「
広
聴
・
新
ビ
ジ
ョ

ン
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」は
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
く
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
と
の
対
話
の
場
を
設

け
る
な
ど「
開
か
れ
た
市
政
」を
目
指
す
べ

く
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
聴
・
新
ビ
ジ
ョ
ン
調
査

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

第
３
回
デ
ザ
イ
ン
ト
ー
ク

　
　
　
　
　審
査
員

　伊
原
・
中
間

　
　
　
　
　運
営
担
当

　橋

　
　
　
　
　撮
影
担
当

　鮫
島

　
　
　
　
　広
報
担
当

　神
川

最
優
秀
賞
は

テ
ー
マ｢

学
生
で
も
読
め
る
広
報
紙｣

の

16
Ｈ
櫨
、
村
尾
、
柳
川
、
四
元
グ
ル
ー
プ

優
秀
賞

テ
ー
マ『「
訪
れ
た
い
」を｢

住
み
た
い｣

に
』

16
Ｈ
大
石
、
小
坂
、
下
舞
、
東
畠
グ
ル
ー
プ

優
良
賞

テ
ー
マ「
Ｇｒｅａ
ｔ 

Ｓａ
ｔｓｕｍａｓｅｎ
ｄａ
ｉ

　
　
　
ｆｒｏｍ 

ｇ
ｒｅａ
ｔ 

ｗｏｍe
ｎ
」

12
Ｈ
髙
原
、
登
尾
、
平
山
グ
ル
ー
プ

　

学生でも読　 める広報紙
16H　櫨さやか　　　　　　村尾陽彩
　　　柳川すずな　　　　　四元心裕グループ
問題・課題
川内高校1年生の73％は　　　「広報薩摩川内」を
読んだことがない

･各学校が持ち回りで　　記事を書く「学
　校記事のコーナー　　の創設」
・SNSを活用してアピ　　ールを行う

暮らしたい町・　　薩摩川内市
13H　白石瑠偉　　　　　　新森大樹
　　　原田裕也　　　　　　恵瑚呂グループ
問題・課題
薩摩川内市の人口減少

・人口が増えている市　　町村の取り組みや
　住民の意見を参考に　　　充実した施設や設
　備の整備を

「訪れたい」を　　　「住みたい」に
16H　大石いずみ　　　　　小坂陽向
　　　下舞依吹　　　　　　東畠凜グループ
問題・課題
本市に足りない学習　　 施設と川内文化
ホールの跡地利用

・川内文化ホールの　跡　　地を学習施設と
　して利用し、魅力あ　　るまちづくりへ

自然環境を　学ぶために
17H　髙山愛梨　　　　　　中原幸靖
　　　半澤香佳グループ
問題・課題
学生を対象に環境を　　学ぶ機会を増や
せないか

・川内川流域の地域特　　性を生かした　
　学習プログラムを

提案・提言

提案・提言

提案・提言

提案・提言
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区分 事業名 事業内容 財源 予算額 担当・問合先

生
活
支
援

緊急生活支援事業 緊急生活支援金（10万円）の給付事業を実施する社会福
祉協議会に対して補助

国
市 500万円

市社会福祉協議会本所 
（ 22-2355）
（本庁障害・社会福祉課） 
（ 22-8115　 2367）

住居確保給付事業 離職または休業で収入が減少したことにより、住居を失
う恐れがある方の家賃を支援（支給額に１万円上乗せ）

国 
市 141万8千円 本庁障害・社会福祉課 

（ 22-8115　 2367）

傷病手当金事業
※国民健康保険事業特別会計 
新型コロナウイルスに感染した国保の被用者などに対
し、傷病手当金を給付

県 109万8千円 本庁保険年金課 
（ 22-8115　 2841）

小　　　　計 751万6千円

事
業
者
支
援

新型コロナウイルス
感染症関連地域経済
対策支援事業

商工会議所および商工会が行う市内中小企業・小規模事
業者に対する取り組み（第２回中小・小規模事業者事業
継続応援金・令和３年４月末で受付終了）に対して補助

国 
市 1億9,428万7千円 本庁経済政策課 

（ 22-8115　 5751）

新型コロナウイルス
感染症関連緊急対策
新規借入利子補助金

日本政策金融公庫およびプロパー資金などを新たに借
り入れた市内中小企業者などに対し、利子の一部を補
助（令和２年６月までに借り入れたものに限る。）

国
県 
市

750万円 本庁経済政策課 
（ 22-8115　 5752）

新型コロナウイルス
感染症関連事業者助
成金等申請サポート
事業

感染症に関する公的な経済支援制度に係る申請手続き
を、社会保険労務士などに依頼した際の手数料の一部
を補助

国 
市 200万円 本庁経済政策課 

（ 22-8115　 5752）

新型コロナウイルス
感染症関連商店街等
にぎわい回復支援事業

新型コロナウイルス感染症の流行長期化に伴う外出自
粛などにより、厳しい経営環境にある商店街などのに
ぎわいを回復する取り組みに対する補助

国 
市 2,500万円 本庁経済政策課 

（ 22-8115　 5751）

新型コロナウイルス
感染症関連事業所消
毒実施支援事業

市内の商工業を営む事業所において、感染者が発生し
た際などにおける、消毒（保健所の指導に基づくもの）
に要した経費の一部を補助

国 
市 200万円 本庁経済政策課 

（ 22-8115　 5752）

新型コロナウイルス
感染症関連クラウド
ファンディング活用
支援事業

市内の中小企業者が感染症拡大による課題を解決する
ために実施するクラウドファンディングによる資金調
達の際に係る手数料の一部を補助

国 
市 200万円 本庁経済政策課 

（ 22-8115　 5752）

Ｗ
ウ ェ ブ

ＥＢ販売促進事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による活動自粛
に伴い、開催予定の催事中止や観光客などの減少に伴
う販売不振などに対する対策として、ＥＣサイト（薩
摩川内ＷＥＢショップ「薩摩國」）による販売促進に取
り組むもの

国 
市 1,200万円 本庁観光・シティセールス課 

（ 22-8115　 4382）

小　　　　計 2億4,478万7千円

消
費
喚
起

新型コロナウイルス
感染症関連地域の商
いパワーアップ事業

落ち込んだ地域経済の回復を図るため、商工会議所お
よび商工会が実施する消費喚起に資する取り組みに対
して補助

国 
市 1,500万円 本庁経済政策課 

（ 22-8115　 5752）

キャッシュレス決済
による消費喚起事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により影響を受
けている市内飲食店の利用を促進し、経済活動の回復
と消費拡大を図るため、感染予防に配慮したキャッ
シュレス決済の導入促進と消費喚起キャンペーンを実
施するもの

国 
市 3,750万9千円 本庁観光・シティセールス課 

（ 22-8115　 4382）

観光施設等誘客促進
事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、落ち込
んだ観光入込客数を回復するため、市内の観光施設な
どを複数周遊し、消費行動につなげることを目的にス
タンプラリーを実施するもの

国 
市 465万1千円 本庁観光・シティセールス課 

（ 22-8115　 4384）

新型コロナウイルス
感染症関連経済対策
事業（既存住宅改修
環境整備）

既存住宅の改修工事などに対する補助金 
経費の100分の20に相当する額で、上限15万円

国 
市 3,000万円 本庁建築住宅課 

（ 22-8115　 3642）

小　　　　計 8,716万円

薩 摩 川 内 市
新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策予算
　本市では、新型コロナウイルス感染症対策として、令和２年度第 13回補正以降の予算で以下の事業
を令和３年度に実施しています。

事業費　11億8,278万5千円
（うち市独自事業　2億8,814万5千円）

Satsumasendai city Public Relations, 2021.05.10

区分 事業名 事業内容 財源 予算額 担当・問合先

感
染
防
止

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

新型コロナウイルスワクチン接種に向けての体制確保
および接種実施などに関する経費 国 6億4,474万7千円

本庁新型コロナウイルス
ワクチン接種推進プロジェ
クトチーム 

（ 22-8115　 652）

学校教育活動継続支
援事業（感染症対策）

小・中・義務教育学校における新型コロナウイルス感
染症対策に必要な消耗品や備品を購入

国 
市 3,520万円 本庁教育総務課 

（ 22-8115　 5131）

新型コロナウイルス
感染症拡大防止対策
事業

新型コロナウイルス感染拡大防止対策のために、保育
所などに必要な消耗品などの購入および感染症対策に
関するかかり増し経費に補助を行うもの

国 
県 
市

3,840万円 本庁子育て支援課 
（ 22-8115　 2352）

スポーツ合宿誘致事
業（新型コロナウイル
ス感染症対応事業）

東京オリンピック競技大会における参加国の代表チー
ムキャンプ受け入れに対し、新型コロナウイルス感染
症対策の体制を整備

県 1,669万8千円 本庁スポーツ課 
（ 22-8115　 5432）

マイナンバーカード
オンライン申請補助
端末導入事業

マイナンバーカード申請の、３密の感染リスクを防止
するため、ワンストップで短時間で行うことが可能と
なるタブレット端末を導入するもの

国 
市 670万2千円 本庁市民課 

（ 22-8115　 5980）

新型コロナウイルス
感染症対策事業（マ
スク等備蓄）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備え、Ｎ95
マスクおよび防護服を備蓄購入するもの

国 
市 1,243万円

市民健康課（すこやかふれ
あいプラザ内） 

（ 22-8811　 213）

新型コロナウイルス
感染症対策公園トイ
レ改修事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、
利用者の多い公園のトイレ施設を非接触型や洋式に改
修（薩摩川内市総合運動公園わんぱく広場）

国 
市 1,180万円 本庁建設整備課 

（ 22-8115　 3213）

新型コロナウイルス
感染防護具等整備事
業

救急活動時における感染防止対策に必要な資機材および
消防庁舎の衛生環境を確保するための機材などを購入

国 
市 316万3千円 消防総務課 

（ 22-0119　 313）

新型コロナウイルス
感染症対策学校支援
員配置事業

家庭用教材などの印刷、健康管理、教室内の換気や消
毒などの感染症対策に係る学級担任の補助などを実施
する学校支援員を配置

国 
市 1,072万5千円 本庁学校教育課 

（ 22-8115　 5312）

新型コロナウイルス
感染症対策図書館ト
イレ改修等事業

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止および来館者
の利便性向上を図るため、図書館施設設備の改修など
を行うもの

国 
市 382万3千円 中央図書館 

（ 22-3542　 51）

新型コロナウイルス
感染症対策事業

アクリルパーテーションおよび体表温を測定する非接
触式検知器を購入

国 
市 78万3千円

小　　　　計 7億8,447万1千円

雇
用
対
策

コロナ禍対策業務支
援事業

コロナ禍の中、一時的な事務量増加への対応と迅速な
人的配置など全庁的な業務支援策として実施するもの
で、併せて、 雇用機会の提供、生活支援に寄与しよう
とするもの

国 
市 765万1千円 本庁行政改革推進課 

（ 22-8115　 4110）

道路維持補修等業務
専門員緊急雇用事業

道路維持補修等業務専門員を緊急雇用 
雇用予定人数：20人

国 
市 2,430万円 本庁建設維持課 

（ 22-8115　 3321）

小　　　　計 3,195万1千円

そ
の
他

学校教育活動継続支
援事業（教職員研修
支援）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、研修機
会を逸した教職員に対し、コロナ禍において必要とな
る資質の向上などに資する研修を行うもの

国 
市 200万円 本庁学校教育課 

（ 22-8115　 5312）

障害福祉サービス継
続のための相互協力
体制構築事業

事前登録した障害者施設（通所系サービス・訪問系
サービス）間での新型コロナウイルス感染症など発生
時のサービス提供の相互協力に対し、協力金を給付 

（サービス利用者１人当たり最大30万円）

国 
市 90万円 本庁障害・社会福祉課 

（ 22-8115　 2162）

介護サービス継続の
ための相互協力体制
構築事業

事前登録した高齢者施設（通所系サービス・訪問系
サービス）間での新型コロナウイルス感染症など発生
時のサービス提供の相互協力に対し、協力金を給付 

（サービス利用者１人当たり最大30万円）

国 
市 300万円 本庁高齢・介護福祉課 

（ 22-8115　 2620）

新型コロナウイルス
ワクチン接種医療機
関協力金支給事業

新型コロナウイルスワクチンの円滑な接種を推進する
ため、ワクチン接種を行う医療機関に対し協力金を給
付

国 
市 2,100万円

本庁新型コロナウイルス
ワクチン接種推進プロジェ
クトチーム 

（ 22-8115　 652）

小　　　　計 2,690万円

　　　合　　　　　　計 11億8,278万5千円

…ダイヤルイン： 22-8115に電話した後、アナウンスに従って内線番号を押してください。　 …内線
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項目 ①住宅改修費補助 ②家賃低廉化補助

対象住戸 補助申請の時点で空き家であること

交付対象者 賃貸契約を結ぶ大家など

入居世帯の
所得や基準

・月額 158,000 円以下
　の住宅確保要配慮者

・月額 387,000 円以下
　の住宅確保要配慮者
・被災者

契約家賃 近傍同種家賃以下

その他 入居者は公募すること

補助の概要

※詳しい条件や内容などは、お問い合わせください。

①住宅改修費補助
　バリアフリーなどの改修工事を対象に、上限
　100 万円の工事費を補助します。

②家賃低廉化補助
　通常の家賃と要配慮者のための設定家賃との
　差額を、月額４万円まで、原則 10 年間補助
　します。

登録できる住宅の基準
床面積が 25㎡以上のもので、
耐震性があり生活に必要な設備
があることが条件です。
また、シェアハウスにも基準が
あります。

　子育て世帯、障害者、高齢者
　などの他、低額所得者、被災
　者など住宅の確保に特に配慮
　を要する者として、法律など
　で定められています。

※2住宅確保要配慮者とは…

事業の概要
入居者を住宅確保要配慮者（※2）
に限定する専用住宅を対象に、
住宅の改修と要配慮者に対する
家賃低廉化に要する費用の一部
を補助します。

　「住宅セーフティネット制度」
　に基づき登録され、住宅確保
　要配慮者の入居を拒まない賃
　貸住宅のことです。

自分のタイプを知り、脳血管疾患などを予防する
ためにも家庭での定期的な血圧測定が大切です！
１日２回の自己測定をおすすめします。
測定時の条件

朝 夜

○起床後１時間以内　○排尿後
○朝の服薬前　　　　○朝食前

◇就寝前
◇入浴や飲酒の直後は避ける

※椅子に座って１〜２分安静にしてから測りましょう。
※測定後は、記録を残しましょう。（７日間程度）

　本市は高血圧と関係のある脳血管疾患と急性心筋梗塞の死
亡率が他市町村と比べて非常に高くなっています。
　また、脳血管疾患や虚血性心疾患が原因で要介護状態とな
る方が多いのも現状です。心配なことや分からないことは、
市民健康課、またはかかりつけ医へご相談ください。

あなたの血圧のタイプは？

５月17日は「高血圧の日」です
この機会にあなたの血圧について考えてみましょう！

問合先／
市民健康課（すこやかふれあいプラザ内）
（22）8811

空き家・空き室の活用をお考えで、空き家・空き室の活用をお考えで、
セーフティネット住宅セーフティネット住宅（※1）（※1）の登録にご協力いただけるの登録にご協力いただける
大家さんを支援します！大家さんを支援します！

※参考文献　高血圧治療ガイドライン 2019

家では正常だけど、
病院に行くと高くなる…

白衣高血圧

病院では大丈夫だけど、
朝だけまたは夜だけ高い…

時間で変わる

仮面高血圧

家でも病院でも正常…

正常血圧

ずっと高い…

持続性高血圧

※どれも本当の血圧です。

空き家・空き室を
セーフティネット住宅として活用しませんか

問合先／
本庁建築住宅課住宅管理Ｇ（内線 3613）

家
庭
血
圧

収縮期（上） 拡張期（下）

135 以上 85 以上

外
来
血
圧

収縮期（上） 拡張期（下）

140 以上 90 以上

高血圧の基準 （mmHg）

※1セーフティネット住宅とは…
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　旧｢いこいの村いむた池｣から生まれ変わり営業を
開始する外国人人材育成・高齢者福祉施設｢咲良」が、
３月 22 日（月）に開所式、内覧会を開催しました。
一般社団法人 J

ジ ャ パ ン

apan H
ホ ス ピ タ リ テ ィ

ospitality L
ラ ー ニ ン グ

earning C
セ ン タ ー

enter（本
社・神戸市）が管理・運営し、自社の事業の他、テ
ナントとしても利用されます。

地域貢献のために
アルコールディスペンサーを寄附　
　３月 23 日（火）、海星中学校（下甑町）から、長浜
港ターミナルおよび鹿島旅客待合所へアルコール
ディスペンサー（自動吐出装置）の贈呈がありました。
これは、同中学校の生徒会の取り組みで集めた空き
缶 に よ る 収 益
金 で 購 入 さ れ
た も の で、 地
域 の た め に 役
立 つ も の を と
い う 思 い か ら
贈 ら れ た も の
です。

旧｢いこいの村いむた池｣が
｢咲

さく

良
ら

｣に生まれ変わりました

れいめい高校がビジネス文書検定で
文部科学大臣賞受賞
　れいめい高校普通科キャリアアップコースの２年
生が、ビジネス文書検定において文部科学大臣賞（団
体）を受賞しました。これは、検定の合格率や解答
内容の精度の高さを認められ、表彰されたものです。
今後も、社会で信頼され必要とされる「人財」に成長
していく生
徒たちの活
躍を期待し
ましょう。

サーキュラーデザイン
シンポジウムを開催！
　３月 18 日（木）、次世代産業都市モデル｢循環経
済産業都市｣を考えるシンポジウムを開催しました。
オンラインを含め 200 人以上の参加のもと、産業・
学術・市民・行政それぞれの視点から、持続可能な
都市や地域、ビジネス、暮らしのあり方についての
講演やパネルディスカッションを行いました。

みんなの善意を形に
車椅子を寄附
　３月 19 日（金）、川内小学校から、ＳＳプラザせ
んだいへ車椅子の寄贈がありました。これは、ボラ
ンティア委員会 13 人（６年生７人、５年生６人）が
中心となり回収した空き缶より得られた益金で購入
されたもの
で、 地 域 活
性化に貢献
したいとい
う思いから
贈られたも
のです。

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

レッツ！トレイルランニング
　３月 17 日（水）、藺牟田小学校で、４～６年生 20
人を対象に、トレイルランの第一人者である上

うえ

田
だ

瑠
る

偉
い

さんによるトレイルラン教室が開催されました。
児童は上田さんの藺牟田池外輪山トレイルランの新
記録挑戦の話を聞いたり、一緒にトレーニングをし
たりとトレイルランを楽しむことの大切さを教わり
ました。　
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皆さんをお花でおもてなし

　４月１日（木）～ 13日（火）、４月 20日（火）～５月
３日（月）の期間、デンソー女子陸上長距離部が市総
合運動公園および市内ロードコースにおいて合宿を
行いました。４月８日（木）には歓迎式を行い、オリ
ンピック選手の輩出や全日本実業団女子駅伝競走大
会（クイーン
ズ駅伝）での
優勝を目標
に、練習に励
む同部を田中
市長らが激励
しました。

　４月３日（土）、樋脇保健センター前に足湯を備え
た市比野温泉ポケットパークがオープンし、すわこ
ども園の園児 15 人による足湯体験などが行われま
した。これは、県補助金を活用した事業で、市の普
通公園として整備されました。今後は、地域イベン
トの開催時にも活用されます。

　西川内自治会は花でおもてなしをテーマに、桜並
木などを整備しています。３月 25 日（木）には、純
心幼稚園子育て支援センターの子どもたちが遊びに
来てくれました。桜吹雪がとてもきれいでみんな大
喜び。また、桜の下で絵本を読んだ後、住民手作り
のいこ餅やねったぼを食べていただきました。これ
からも多くの方々に花を見に来ていただきたいです。

　平成 27 年２月から通行止めになっていました、
東郷町斧渕の小路地区と田海町の中今村地区を結ぶ
田海橋の架け替え工事が完了し、３月 28 日（日）よ
り通行が可能となりました。それに併せて開通式が
行われ、橋によって結ばれる地域のますますの発展
を祈念しました。

地域のますますの発展を願って
田海橋開通式

　３月に沖縄県で開催された第 18 回九州中学生選
抜軟式野球大会で、県代表の川内中央中学校が福岡
代表の箱崎中学校を４－３で下し、鹿児島県勢初の
優勝を果たしました。この快挙に際し、清

し

水
みず

琉
る

翔
か

主
将は「夏の大会でも優勝し、全国大会を目指したい」
と力強く抱負を語りました。

川内中央中学校野球部九州制覇　目指せ全国！
　また、３月 30 日（火）には、清水琉翔主将、的

まと

場
ば

航
こう

輝
き

・濱
はま

上
がみ

琉
る

碧
い

両副主将らが市役所を訪れ、市長へ
優勝報告を行いました。報告を聞いた田中市長は、「優
勝の栄冠を勝ち取ったことは地域の誇り。市民にとっ
ても大きな喜びと希望を与えるものです」と祝福と喜
びの言葉を贈りました。

さらなる高みを目指して
デンソー女子陸上長距離部合宿

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

市比野温泉に足湯オープン
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今
回
は
、
株
式
会
社
盛
岡
電

工
を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取
締

役
社
長
の
福ふ

く
も
と元
一い

っ
せ
い生
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
43
年
の
創
業

以
来
、
北
薩
エ
リ
ア
を
中
心
に
、

電
話
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー

配
線
な
ど
の
各
種
電
気
通
信
機

器
の
販
売
や
施
工
、
維
持
補
修

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　
創
業
当
時
の
事
務
所
周
辺
は
、

畑
が
広
が
り
建
物
も
少
な
い
土

地
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
規
模

を
拡
大
し
、
今
で
は
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
３
面
分
の
広
大
な
敷
地

に
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
、

５
つ
の
事
務
所
を
構
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て

　
年
々
激
し
く
な
る
自
然
災
害
。

台
風
や
大
雨
に
よ
る
断
線
な
ど

に
い
ち
早
く
対
応
し
、
一
刻
も

早
く
生
活
を
正
常
化
さ
せ
る
の

も
、
当
社
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　
ま
た
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
は
ど

ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

当
社
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
の
一

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」の
導
入
に
際

し
、
必
要
な
通
信
機
器
の
導
入

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
つ

い
て
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
時

代
に
応
じ
た
需
要
に
対
応
し
、

確
実
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん

で
い
く
た
め
に
、
日
々
技
術
を

向
上
さ
せ
て
い
く
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
。

人
の
思
い
を
つ
な
ぐ

　
今
や
通
信
機
器
は
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
シ
ー
ン
に
活
用
さ
れ
、

「
つ
な
が
る
」事
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
々

を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

「
人
の
思
い
の
通
り
道
」私
た

ち
は
、
仕
事
を
通
し
て
人
と
社

会
、
人
と
未
来
を
つ
な
げ
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
発
展
の
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る
会
社
を
目
指

し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
32
回

株
式
会
社
盛
岡
電
工

永
利
町
３
０
２
０ - 

１

（
23
）２
３
８
５

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　幼少期を過ごした甑島に U ターンし、今年２月に軽トラック
を改造した、甑島初の「キッチンカー」を開業しました。焼き鳥、
お好み焼き、焼きそば、ソフトクリームなどのファストフードの
他、「日替わりメニュー」もご用意しています。オレンジ色のキッ
チンカーをお見かけの際は、ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。

●所在地／下甑町青瀬 381　 090(6907)0182
●営業時間／ 15:00 ～ 18:00　●定休日／不定休
●販売場所／青瀬地区コミセンの他、手打、瀬々野浦、
　　　　　　長浜エリアなど

キッチン 705（キッチンナオコ・移動販売）起業者：窪
くぼ

  直
なお

子
こ

さん

起業者応援！

今月の起業人び と

株
式
会
社
盛
岡
電
工

こちらのクーポンもご利用ください。 キリ
トリ

キリ
トリ

有効
期限
：

令和
３年
5月
末ま
で

お好み
焼き 1

0%引
きクー

ポン

▲社員の皆さんと福元代表取締役 社長 ( 写真中央 ) 。
「テレワークや働き方改革の実現へ、皆さまのニーズにお応えします」
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市
内
に
、
薬
屋
さ
ん
で
買
え
る

名
物
の
お
菓
子
が
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
。
薬
局
で
お
菓
子
？

　
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
売
っ
て
る

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
的
な
も
の
か
な
。

　
そ
れ
で
は
、
調
べ
て
み
よ
う
。

　
情
報
を
頼
り
に
訪
れ
た
の
は
向

田
本
町
に
あ
る「
金
谷
薬
店
」。
一

見
す
る
と
普
通
の
薬
屋
さ
ん
の
よ

う
で
す
が･･･

。
あ
れ
⁉
看
板
に

「
く
ず
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭
」と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
間
違
い
な
さ
そ
う
。

　
恐
る
恐
る
店
内
に
入
る
と
、
い

き
な
り
薬
屋
さ
ん
で
よ
く
見
る
象

の
マ
ス
コ
ッ
ト（
佐
藤
製
薬
の
サ

ト
ち
ゃ
ん
と
言
う
ら
し
い
）の
隣

に
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
発
見
し
ま
し

た
。

　
ど
う
や
ら
こ
れ
が
薬
局
で
売
ら

れ
て
い
る
名
物
の
よ
う
で
す
。

川
内
名
物「
く
ず
饅
頭
」

　
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
ぶ
の
は
、

10
個
入
り
、
15
個
入
り
、
20
個
入

り
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

　
と
り
あ
え
ず
、
試
食
を
と
10
個

入
り
を
購
入
。

　
丁
寧
に
包
ま
れ
た
包
装
紙
を
開

く
と
、
現
れ
ま
し
た
。
つ
や
つ
や

と
輝
く
よ
う
に
美
し
い
あ
ん
こ
の

お
菓
子
が
。

　
あ
ん
こ
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
、

見
て
い
る
だ
け
で
か
ぶ
り
つ
き
た

く
な
る
よ
う
な
魅
惑
の
お
菓
子
で

す
。

第第 2020回回

～～薬局で
買える名物

の
薬局で買

える名物
の

　お菓子
って！？編

　お菓子
って！？編

～～

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
や

紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
広
報
室
広
聴
広

報
Ｇ（
内
線
６
３
２
）

　
高
ぶ
る
気
持
ち
を
抑
え
切
れ
ず
、

早
速
一
口
か
じ
る
と
、
優
し
い
甘

さ
と
香
り
が
口
の
中
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
す
。
初
め
て
食
べ
た
は

ず
な
の
に
ど
こ
か
懐
か
し
い
。
故

郷
を
思
い
出
す
、
そ
ん
な
味
で
す
。

　
し
ば
ら
く
余
韻
に
浸
っ
た
後
、

お
礼
を
告
げ
、
お
店
を
後
に
し
よ

う
と
し
て
本
来
の
目
的
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

薬
屋
で
売
っ
て
る
そ
の
訳
と
は

　
早
速
、
店
主
の
金か
な
や谷
𠮷𠮷よ
し
て
る晃
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
こ
こ
は
、
戦
前
か
ら
続
く
薬

屋
だ
っ
た
。
だ
け
ど
終
戦
後
、
薬

そ
の
も
の
が
入
っ
て
こ
な
く
な
っ

て
経
営
が
困
難
に
。
私
た
ち
兄
弟

４
人
を
育
て
る
父
と
母
は
困
っ

て
、
当
時
、
く
ず
饅
頭
を
作
っ
て

い
た
遠
い
親
戚
の
お
じ
い
さ
ん
に

作
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い
と
相
談

し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
、『
お
前

た
ち
が
薬
局
が
軌
道
に
乗
っ
た
ら
、

く
ず
饅
頭
を
売
る
の
を
や
め
る
と

い
う
考
え
な
ら
作
り
方
は
教
え
な

い
』と
。
そ
こ
で
父
と
母
は
、
薬

局
の
営
業
の
傍
ら
、
内
職
が
て
ら

に
く
ず
饅
頭
を
作
り
、
売
る
こ
と

に
。
父
が
仕
入
れ
を
し
、
母
が
あ

ん
こ
を
練
る
。
す
る
と
く
ず
饅
頭

は
、
売
れ
に
売
れ
た
。
薬
の
売
り

上
げ
を
上
回
る
ほ
ど
に
。
父
と
母

は
、
薬
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
も
お
じ
い
さ
ん
と
の

約
束
を
守
り
、
く
ず
饅
頭
を
売
り

約
束
を
守
り
、
く
ず
饅
頭
を
売
り

続
け
た
。

続
け
た
。

　
今
は
、
年
を
取
っ
て
、
販
売
先

　
今
は
、
年
を
取
っ
て
、
販
売
先

や
一
日
に
作
れ
る
数
も
減
っ
て
し

や
一
日
に
作
れ
る
数
も
減
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
ま

ま
っ
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
ま

だ
私
の
代
に
な
っ
て
も
こ
の
店
を

だ
私
の
代
に
な
っ
て
も
こ
の
店
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
あ

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
あ

と
ど
の
く
ら
い
続
け
ら
れ
る
か
は

と
ど
の
く
ら
い
続
け
ら
れ
る
か
は

分
か
ら
な
い
け
ど
」と
。

分
か
ら
な
い
け
ど
」と
。

　
こ
ん
な
す
て
き
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
こ
ん
な
す
て
き
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
支
え
ら
れ
、今
も
愛
さ
れ
る「
川

に
支
え
ら
れ
、今
も
愛
さ
れ
る「
川

内
名
物
く
ず
饅
頭
」。
ぜ
ひ
皆
さ

内
名
物
く
ず
饅
頭
」。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ん
も
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

金
谷
薬
店

向
田
本
町
10
‐
23

（
22
）２
６
９
６

く
ず
饅
頭

10
個
入
り
＝
　
７
０
０
円

15
個
入
り
＝
１
２
５
０
円

20
個
入
り
＝
１
６
０
０
円

※
消
費
税
・
箱
代
込
み ●川内山形屋●川内山形屋

↑
阿
久
根
市

↑
阿
久
根
市

↓鹿児島市↓鹿児島市

●光永寺●光永寺
金谷薬店★金谷薬店★

●モンシェリー●モンシェリー
●ファンタス
　ビル
●ファンタス
　ビル
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皆
さ
ん
、「
薩
摩
の
武
士
」と
聞
く
と
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
関
ケ
原
の
戦
で
の「
敵
中
突
破
」や
、
一
撃
必
殺

の
剣「
示
現
流
」な
ど「
武
」の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
実
は
楽
器
を

奏
で
る
文
化
人
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
戦
国
時
代
、
薩
摩
で
は
歌
や
舞
、
音
楽
は
風
紀

を
乱
す
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
が
、
琵
琶
は「
武
士

の
嗜
み
」と
し
て
奨
励
さ
れ
ま
す
。

　
仏
教
や
儒
教
の
教
え
を

説
い
た
琵
琶
歌
も
作
ら
れ
、

武
士
道
や
道
徳
教
育
に
も

活
用
さ
れ
、
勇
壮
な
演
奏

形
態
は「
薩
摩
琵
琶
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
に
な
る
と
、
薩
摩
出
身
者
が
全
国
で
活
躍
す

る
と
と
も
に
薩
摩
琵
琶
も
各
地
で
普
及
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
曲
風
も
生
ま
れ
、
楽
器
と
し
て
も
発
展
を
遂
げ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の「
薩
摩
琵
琶
」の
数
々
の
名
器
を
送

り
出
し
た
の
は
、
実
は
入
来
出
身
の
名
匠

た
ち
な
の
で
す
。
現
在
、
入
来
郷
土
館
に

薩
摩
琵
琶
の
名
匠
と
し
て
名
高
い「
丸
山
友

次
郎
」氏
と「
勝
田
盛
一
」氏
製
作
の
薩
摩
琵

琶
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、国
重
要
文
化
財「
旧
増
田
家
住
宅
」

で
収
録
さ
れ
た「
Ｎノ

ー

バ

デ

ィ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ 

Ｋノ

ー

ズ
Ｎ
Ｏ

Ｗ
Ｓ
薩
摩
川
内
」で
は
、
明
治
以
降
に
東
京

で
発
展
し
た“
近
代
薩
摩
琵
琶
”奏
者
の
友

吉
鶴
心
氏（
大
河
ド
ラ
マ
で
全
芸
能
の
指

導
・
考
証
を
担
当
）が
、
自
身
で
所
有
さ
れ

て
い
る
丸
山
友
次
郎
氏
作

の
薩
摩
琵
琶
で
の
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。

（
映
像
は
、下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

　
入
来
麓
の
歴
史
と
薩
摩
琵
琶
と
の
つ
な

が
り
に
再
び
注
目
が
集
ま
る
今
、「
市
民
の

嗜
み
」と
し
て
薩
摩
琵
琶
に
目
を
向
け
、
耳

を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
文
責
・
問
合
せ
＝
本
庁
文
化
課
文
化
財

Ｇ（
内
線
５
２
３
２
）

　
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
危
険
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
大
切
な
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高

い
地
域
の
他
、
避
難
場
所
、
避

難
経
路
な
ど
を
事
前
に
確
認
し

て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
家
族
な
ど
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
食
料
や
飲
料
水
、
乾
電
池
、

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
充
電
器
、カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
家
庭
備
蓄

を
１
週
間
分
以
上
確
保
し
て
、

避
難
す
る
と
き
は
最
低
で
も
３

日
、
可
能
な
限
り
１
週
間
分
程

度
の
備
蓄
食
料
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

　
１
週
間
分
も
の
食
料
な
ど
を

備
蓄
す
る
の
は
大
変
で
す
。
消

費
期
限
の
た
び
に
大
量
購
入
と

大
量
廃
棄
を
繰
り
返
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
食
料
や
飲
料
水
、
乾
電
池
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
な

ど
を
、
ま
ず
始
め
に
多
め
に
購

入
、
そ
の
後
は
定
期
的
に
消
費

し
、
使
っ
た
分
だ
け
補
充
す
る

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
備
蓄
食
料
に
は
普
段

愛
用
し
て
い
る
レ
ト
ル
ト
食
品

や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
用
意

す
れ
ば
無
理
な
く
利
用
、
補
充

が
で
き
ま
す
。

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た

物
語
、育
ま
れ
た
文
化
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
数
あ
る
薩
摩
川
内

の
歴
史
・
文
化
の
中
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を

ス
ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

丸山友次郎作薩摩琵琶
（入来郷土館所蔵）

防
災
マ
ッ
プ
を

確
認
し
よ
う

備
蓄
食
料
は

７
日
分
必
要
で
す

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

法
を
活
用
し
よ
う

遺
産

歴
史
文
化

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

142021.05.10 広報

　ブラハラ（血液型ハラ
スメント）や、子ハラ（子
なしハラスメント）など、
職場や学校などのさま
ざまな場面で知らずに
相手を傷つけているか
も。何がハラスメント
か分からないあなたに、
68 のハラスメントを、
ポップなイラストと具体
例で紹介します。

　「太っている母のような
人に私はなる！」、「愛とパ
ワーのある変わり者になり
たい」など、中学生 105 人
のなりたい大人への熱い
思いが詰まっています。大
人には、今の自分はどんな
大人になれている？とド
キッ！と感じる本です。

Doctor Stories
著／ジェフリー・Ｓ・アイリッシュ
　ジェフリーさんは、1990年から３年間、
下甑島の手打で漁師として過ごされまし
た。この本は、38年にわたり甑島の医療
に尽力された瀬戸上健二郎医師の奮闘を広
く海外にも知ってもらおうと、瀬戸上医師
のエッセーや日記を英訳し、出版されたも
のです。多くの写真から、診療所での診察
や手術、訪問診療の様子、住民との交流や
島の生活を、時代の移り変わりとともに知
ることができます。｢Dr. 瀬戸上の離島診療
日記｣と併せて読んでほしいですね。

　 新着本

　 おすすめ本

　きれいな花が咲く植
物でも「雑草」となれば
厄介な存在であり、楽
に草取りしたいと誰も
が思うでしょう。生え
ている場所別に雑草の
特徴、場所に応じた効
果的な草取りの方法
や、草刈り機、防草シー
トの活用などの工夫も
参考になります。

中学生の頭の中身をのぞいたら、
未来が明るくなりました。

編／なりたい大人研究所

ふしぎ町のふしぎレストラン
世界一まずい料理

作／三田村　信行　絵／あさくら　まや

庭・畑・空き地、場所に応じて
楽しく雑草管理
草取りにワザあり！ 著／西尾　剛

鹿児島の心を伝えるレシピ集
はじめての郷土料理
著／千葉　しのぶ

1日 7秒手を伸ばしなさい

著／高林　孝光　

大丈夫！あなたはちゃんと子育てし
てるし子どももちゃんと育ってます
著／佐々木　正美
絵／松本　ぷりっつ

避難所に行かない
防災の教科書
著／西野　弘章

最新　日本の農業図鑑

監／八木　宏典

それ、やってはいけない！
ハラスメント大全

監／野原　蓉子

　真夜中だけ開くレス
トラン「ふしぎ亭」に来
店した、いじわるそう
なお客さまが注文した
のは「世界一まずい料
理」。らいおんシェフ
が作った料理に「まず
い！」と大大大満足し、
涙を流すお客さま。さ
て、その料理とは？心
が温かくなるお話です。

児 童 書

洋 書

中央図書館 0996（22）3542
　0996（21）1289

樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755
里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0001
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

問　合　先　 中央図書館からのお知らせ
■ パソコンによるビデオ編集講座

内容／パソコンを使い、当日、実際にデジタルビデオカメラで撮影した動画の編集を学びます。
※デジタルビデオカメラ、パソコンはこちらで準備します。
時／ 7月 21日（水）10時～ 16時
所／中央公民館
対象／ビデオ編集に興味があり、簡単なパソコン操作ができる成人の方
定員／先着 10人
受講料／無料　
申込開始／ 6月 1日（火）～
申込方法／直接、電話（受付時間 10時～ 17時）、ファクス
問合・申込先／中央図書館
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SATSUMASENDAI INFORMATION
薩
摩
川
内
郷
土
史
研
究
会
講
演
会

｢

天
正
初
頭
の
島
津
本
宗そ
う

家け

と

島
津
薩さ
っ

州し
ゅ
う

家
・
入
来
院
氏｣

時
／
５
月
15
日（
土
）13
時
30
分
～
15

時
30
分

所
／
川
内
歴
史
資
料
館
　

講
師
／
志
學
館
大
学
非
常
勤
講
師

新に
い

名な

一か
ず
ひ
と仁
氏

対
象
／
会
員
お
よ
び
一
般

参
加
料
／
１
人
３
０
０
円（
資
料
代
）�

※
会
員
は
無
料

薩
摩
川
内
郷
土
史
研
究
会
　
林は
や
し

（
25
）４
３
５
８

ト
ピ
ッ
ク
展
示｢

お
金
の
歴
史

～
近
世
・
近
代
の
薩
摩
～｣

時
／
５
月
18
日（
火
）～
翌
年
３
月
27

日（
日
）

所
／
川
内
歴
史
資
料
館

内
容
／
江
戸
時
代
か
ら
昭
和（
戦
時

中
）ま
で
の
お
金
が
ど
う
移
り
変

わ
っ
て
き
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

※�

入
場
無
料

※�

月
曜
日
は
休
館
日（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

皆
既
月
食
観
望
会

時
／
５
月
26
日（
水
）19
時
～
23
時

※��

最
終
受
付
は
22
時
30
分

※��

雨
天
・
曇
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

▼
月
食
の
経
過

　
・
部
分
食
の
始
ま
り
／
18
時
45
分

　
・
皆
既
食
の
始
ま
り
／
20
時
09
分

　
・
皆
既
食
の
最
大
　
／
20
時
19
分

　
・
皆
既
食
の
終
わ
り
／
20
時
28
分

　
・
部
分
食
の
終
わ
り
／
21
時
53
分

　
・
半
影
食
の
終
わ
り
／
22
時
51
分

所
／
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

内
容
／
皆
既
月
食
の
始
ま
り
か
ら

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
に
戻
る
ま
で
の
全

過
程
や
夏
の
星
空
や
さ
そ
り
座
の
ア

ン
タ
レ
ス
な
ど
、
見
応
え
の
あ
る
天

文
現
象
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
マ
ホ
で
の
撮
影
も
で
き
ま
す
。�

入
館
料
／

▼�

高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

▼�

小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

歴
史
講
座【
要
申
込
】　
　
　

｢

薩
摩
藩
の
偽
金
づ
く
り｣

時
／
６
月
13
日（
日
）13
時
30
分
～
15

時

所
／
川
内
歴
史
資
料
館

講
師
／
西
郷
南
洲
顕
彰
館
　
館
長
　

徳と
く
な
が
か
ず
の
ぶ

永
和
喜
氏

定
員
／
先
着
30
人

受
講
料
／
２
０
０
円

申
込
期
間
／
５
月
16
日（
日
）～
６
月

12
日（
土
）

※�

受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
　
　
　

養
成
講
座

時
／
６
月
２
日（
水
）14
時
～
15
時

所
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ん
さ
ん
隣

（
永
利
町
９
６
９
‐
１
）

内
容
／
認
知
症
に
関
す
る
専
門
家
の

講
話
と
相
談

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

※��

参
加
無
料

オ
フ
ィ
ス
藤
田

（
22
）３
９
６
１

農
作
業
サ
ポ
ー
ト
人
材
バ
ン

ク
登
録
者

　
市
農
作
業
サ
ポ
ー
ト
人
材
バ
ン
ク

（
本
庁
農
政
課
内
）で
は
、
本
土
地
域

で
の
被
雇
用
と
し
て
農
作
業
で
働
き

た
い
方
を
募
集
し
、
人
材
バ
ン
ク
へ

登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
農

作
業
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
登
録
者
は
、
農
作
業
サ
ポ
ー
ト
バ

ン
ク
で
紹
介
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
／
本
庁
４
階
農
政
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
直
接

本
庁
農
政
課
営
農
指
導
Ｇ（

４
４
６
１
）

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

募
集
住
宅
／

▼�

川
内
地
域
＝
西
方
西
、
城
上
、
高

江
、
勝
目
一
般
、
宮
下
、
中
村
、

ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐（
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
）

▼
樋
脇
地
域
＝
八
幡
、
向
湯
第
１
、

　
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
樋
脇

▼��

入
来
地
域
＝
舟
越
、
八
風
、
立
山

一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
東
園

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼�

里
地
域
＝
新
町
、
城
山

▼�

上
甑
地
域
＝
上
甑
小
牟
田

応
募
締
切
／
５
月
20
日（
木
）必
着

応
募
方
法
／

の
各
所
に
備
え
付

け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

抽
選
日
／
５
月
25
日（
火
）10
時
～

抽
選
場
所
／

の
各
所

注
意
事
項
／

※�
申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
、
抽

選

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

※�

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、

の

各
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営

住
宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

甑
島
地
域
＝
甑
島
地
域
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

薩
摩
川
内
郷
土
史
研
究
会
　

会
員

対
象
／
郷
土
史
に
興
味
の
あ
る
方
な

ど内
容
／

▼�

例
会（
毎
月
第
３
土
曜
日
13
時
30

分
～
15
時
30
分
　
川
内
歴
史
資
料

館
研
修
室
）で
の
講
演
会
な
ど

▼�

史
跡
・
文
化
財
の
探
訪
な
ど

▼�

機
関
誌｢

千せ
ん
だ
い台｣

の
発
行

年
会
費
／

▼�

大
人
＝
４
０
０
０
円
　

▼�

学
生
以
下
＝
２
０
０
０
円

※
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

薩
摩
川
内
郷
土
史
研
究
会

会
長
　
林は

や
し

（
25
）４
３
５
８

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

募
集

162021.05.10 広報

…問合先　 …申込先・提出先・申請先　 …電話番号　 …内線　 �…FAX　 �…メールアドレス

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
県
で
は
、
本
年
８
月
15
日（
日
）に

日
本
武
道
館（
東
京
都
）で
行
わ
れ
る

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
す
る
遺

族
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没
者

の
配
偶
者
・
遺
族

※�

申
込
多
数
の
場
合
、
選
考

※�

過
去
に
参
列
し
て
い
な
い
方
優
先

※�｢

次
世
代
へ
の
継
承｣

の
観
点
か
ら

｢

18
歳
未
満
の
遺
族｣

も
募
集

参
加
料
／
団
体
行
動
旅
費（
県
の
一

部
負
担
あ
り
）お
よ
び
集
合
場
所
ま

で
の
旅
費

申
込
締
切
／
５
月
31
日（
月
）

申
込
方
法
／
本
庁
２
階
障
害
・
社
会

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
直
接

本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
社
会

福
祉
Ｇ（

２
１
７
１
）、
各
支
所

月
極
駐
車
場
利
用
者

施
設
／
市
営
横
馬
場
駐
車
場（
屋
上
）

募
集
台
数
／
20
台

※�

応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

利
用
期
間
／
７
月
１
日（
木
）～
令
和

５
年
３
月
31
日（
金
）

利
用
料
金
／
月
額
５
０
０
０
円

応
募
締
切
／
６
月
８
日（
火
）17
時
必

着応
募
方
法
／
㈱
薩
摩
川
内
市
観
光
物

産
協
会（
ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン
）に
備
え

付
け
の
応
募
要
領
を
確
認
の
上
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直
接

ま
た
は
送
付

※�

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

受
付
時
間
は
９
時
～
18
時

〒
８
９
５
‐
０
０
２
７
　
西
向

田
町
11
‐
22
　
ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン

（
27
）６
７
５
８

介
護
職
員
初
任
者（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）研
修

受
講
者

時
／
６
月
15
日（
火
）～
８
月
27
日

（
金
）

所
／
高
齢
者
優
良
賃
貸
住
宅
風
音
交

流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

方
や
こ
れ
か
ら
介
護
現
場
で
働
き
た

い
方
ま
た
は
無
資
格
で
、
既
に
介
護

現
場
で
働
い
て
い
る
方
な
ど

※��

経
験
・
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

定
員
／
20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
、
書
類
選
考

受
講
料
／
１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

募
集
締
切
／
５
月
28
日（
金
）

申
込
方
法
／
本
庁
２
階
高
齢
・
介
護

福
祉
課
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
備

え
付
け
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
比
野
福

祉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス

社
会
福
祉
法
人
市
比
野
福
祉
会

養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園

（
22
）２
７
６
３

（
25
）４
１
５
１

ル
ン
ル
ン
子
育
て
学
習
講
座

兼
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

時
／
６
月
９
日
・
23
日
、
７
月
14
日
・

28
日
の
各
水
曜
日
13
時
30
分
～
15
時

30
分（
全
４
回
）

所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
子
ど
も
と
の
遊
び
な
ど
の
実

技
・
子
育
て
に
関
す
る
講
話

対
象
／
子
育
て
中
の
方
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
を
学
習
し
た
い
方

定
員
／
30
人
　

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選

※
受
講
無
料

託
児
／
あ
り（
無
料
）

※
生
後
６
カ
月
以
上
を
対
象

申
込
締
切
／
５
月
25
日（
火
）必
着

申
込
方
法
／
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話（
フ
ァ

ク
ス
）番
号
・
託
児
希
望
の
有
無（
希

望
の
場
合
、
氏
名
・
年
齢
）を
明
記

の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル

〒
８
９
５
‐
０
０
７
６
　
大
小

路
町
14
‐
５
　
中
央
公
民
館

（
22
）７
２
５
１

（
20
）１
３
３
１

shakai

＠city.

　
　satsum

asendai.lg.jp

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
塾
参
加
者

時
／
６
月
５
日
～
11
月
27
日
の
各
土

曜
日
９
時
30
分
～
11
時�（
全
20
回
）

所
／
市
総
合
運
動
公
園
内
施
設
・
川

内
プ
ー
ル
な
ど

内
容
／
身
体
づ
く
り
に
つ
な
が
る
運

動
の
基
礎
や
動
き
の
コ
ツ
な
ど
、
楽

し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
習
得
し
ま

す
。
期
間
中
は
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

も
実
施
予
定
で
す
。

定
員
／
40
人（
小
学
１
～
３
年
生
20

人
・
小
学
４
～
６
年
生
20
人
）

※
参
加
無
料

申
込
開
始
／
５
月
18
日（
火
）９
時
～

定
員
に
達
す
る
ま
で

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01

０
８
０（
６
４
２
５
）５
５
０
３

（
23
）５
５
０
１

創
業
ス
ク
ー
ル
受
講
生

時
／
６
月
20
日
～
７
月
18
日
の
各
日

曜
日（
全
５
回
）９
時
～
16
時

※�

初
日
、
最
終
日
に
交
流
会
あ
り

所
／
川
内
商
工
会
議
所

内
容
／
経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

会
計
、
財
務
、
人
材
育
成
、
資
金
調

達
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
創
業

時
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

成
な
ど
創
業
に
向
け
た
一
貫
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創

業
か
ら
５
年
以
内
の
方

定
員
／
先
着
30
人

受
講
料
／

▼
市
内
居
住
者
＝
１
万
５
０
０
０
円

▼
市
外
居
住
者
＝
２
万
円

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話
、
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
・
年
齢
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

川
内
商
工
会
議
所

（
22
）２
２
６
７

（
22
）２
２
６
９

▲市比野
　福祉会HP

▲創業スクール

「薩摩川内市創業スクール」は、受講者
満足度の高い支援を行っていることが
評価され、平成 28 年度～ 30 年度まで
中小企業庁の「全国創業スクール 10選」
に３年連続で選ばれました。

全国的に高い
評価を受けています

17 Satsumasendai city Public Relations, 2021.05.10



SATSUMASENDAI INFORMATION
認
知
症
無
料
相
談
会

時
／
５
月
19
日（
水
）13
時
～
15
時

所
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ん
さ
ん
隣

（
永
利
町
９
６
９
‐
１
）

内
容
／
認
知
症
に
関
す
る
相
談

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

オ
フ
ィ
ス
藤
田

（
22
）３
９
６
１

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
相
談
な
ど
に
応
対
す
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

開
設
日
時
／
９
月
30
日（
木
）ま
で

（
延
長
す
る
場
合
あ
り
）の
月
曜
日
～

土
曜
日
の
８
時
30
分
～
17
時
30
分
　

※
日
曜
・
祝
日
は
休
み

内
容
／
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
の
予

約（
接
種
券
が
届
い
た
方
で
集
団
接

種
を
希
望
す
る
方
）や
接
種
方
法
な

ど
の
相
談

※�

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
医
療
機

関
や
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
下

記
の
接
種
総
合
案
内
サ
イ
ト｢

コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ
ビ｣

で
も
確
認

で
き
ま
す
。

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
０（
３
８
５
０
）０
０
１
８

　
県
に
お
い
て
も
、
接
種
の
時
期
や

手
続
き
な
ど
の
他
、
副
反
応
な
ど
専

門
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
相
談
窓
口

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
相
談
か
ご
し
ま

０
９
９（
８
３
３
）３
２
２
１

０
９
９（
２
２
５
）０
６
７
２

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
　
　

特
定
外
来
生
物
で
す

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
別
名｢

特

攻
花｣

と
も
呼
ば
れ
、
５
月
か
ら
７

月
頃
に
か
け
て
鮮
や
か
な
黄
色
の
花

を
つ
け
る
コ
ス
モ
ス
に
似
た
植
物
で

す
が
、
日
本
の
生
態
系
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
18
年
に
特
定
外
来
生
物
に
指

定
さ
れ
、
栽
培
や
生
き
た
ま
ま
の
運

搬
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

庭
な
ど
に
生
え
て
い
る
の
を
見
掛
け

た
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹

介
し
て
い
る
駆
除
方
法
な
ど
を
参
考

に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

本
庁
環
境
課
生
活
環
境
Ｇ（

２

７
４
１
）

｢

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等｣

　

指
定
に
伴
う
住
民
説
明
会

　
県
で
は
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ

る
区
域
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
土
砂

災
害
対
策
を
推
進
す
る
た
め｢

土
砂

災
害
警
戒
区
域
等｣

の
指
定
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
次
の
地
区
を
対
象
に
、
指
定
の
目

的
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
／
５
月
19
日（
水
）13
時
30
分
～
20

時
30
分

※�

個
別
に
説
明
を
し
ま
す
の
で
、
都

合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

所
／
陽
成
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
象
地
区
／
陽
成
・
高
城
・
城
上
・

湯
田
・
上
川
内

北
薩
地
域
振
興
局
河
川
港
湾
課

（
25
）５
６
５
５

本
庁
建
設
維
持
課
建
設
維
持
Ｇ

（

３
３
３
１
）

川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま

ご
こ
ろ
文
学
館
　
臨
時
休
館

　
館
内
の
害
虫
駆
除
・
予
防
作
業
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

時
／
６
月
１
日（
火
）

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

高
齢
者
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
超
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
た
地
域
の
支
え
合
い
活
動（
健
康

づ
く
り
や
友
愛
活
動
）を
行
い
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
介
護
予
防
事
業

や
地
域
支
援
事
業
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
楽
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
は
、
お
お
む
ね

60
歳
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。（
60
歳

未
満
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
）

活
動
内
容
／

▼�

世
代
間
交
流
＝
保
育
園
児
や
児
童

と
の
触
れ
合
い
活
動
、
昔
の
遊
び

の
伝
承
　
他

▼�
親
睦
活
動
＝
親
睦
旅
行
、
誕
生
会
、

忘
年
会（
新
年
会
）　
他

▼��

健
康
づ
く
り
＝
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
　
他

▼�

奉
仕
活
動
＝
花
壇
の
花
植
え
、
声

掛
け（
友
愛
活
動
）、
環
境
美
化
、

身
近
な
施
設
の
清
掃
　
他

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
22
）２
７
３
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
、

そ
の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
、
働
く

こ
と
を
通
し
て
自
ら
の
健
康
と
生
き

が
い
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
団
体
で
す
。

対
象
／
本
市
の
市
民
で
、
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
す
る
方

※�

入
会
希
望
の
方
は
、
定
例
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

仕
事
を
依
頼
し
た
い
方
は
、
最
寄

り
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
本
所
／
（
20
）５
８
１
９

※�

担
当
地
域
＝
川
内
・
樋
脇
・
東
郷

■
東
支
所
／
（
44
）３
７
８
０

※�

担
当
地
域
＝
入
来
・
祁
答
院

■
甑
支
所
／

　

０
９
９
６
９（
2
）１
１
８
５

※
担
当
地
域
＝
甑
全
域

相
談

お
知
ら
せ

▲市HP
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戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
へ
　

特
別
弔
慰
金
の
支
給

支
給
対
象
者
／
令
和
２
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
戦
没
者
な
ど
に
係
る
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
年
金

給
付
を
受
け
る
方（
戦
没
者
な
ど
の

妻
や
父
母
な
ど
）が
い
な
い
遺
族
の

う
ち
、
代
表
者
お
一
人

※�｢

遺
族｣

と
は
、
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族

（
子
は
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時

の
胎
児
を
含
む
）で
す
。
三
親
等

内
の
親
族
に
限
ら
れ
、
法
律
に
よ

り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※�

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
既
に
請

求
を
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

支
給
金
額
／
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
限
／
令
和
５
年
３
月
31
日

本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
社
会

福
祉
Ｇ（

２
１
７
３
）、
各
支
所

令
和
３
年
度
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た

求
人
の
受
付

　
採
用
を
お
考
え
の
事
業
主
は
、
早

め
の
採
用
計
画
と
求
人
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

求
人
申
込
開
始
／
６
月
１
日（
火
）～

求
人
公
開
／
７
月
１
日（
木
）

※�

高
等
学
校
へ
求
人
申
込
後
、
学
校

訪
問
の
開
始

募
集
開
始
／
９
月
５
日（
日
）～

※
学
校
か
ら
の
推
薦
開
始

選
考
開
始
／
９
月
16
日（
木
）～

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内
学
卒
担
当

（
22
）８
６
０
９

河
川
愛
護
月
間
が
始
ま
り
ま
す

�

５
月
21
日（
金
）〜
６
月
20
日（
日
）

の
期
間
は｢

河
川
愛
護
月
間｣

で
す
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
河
川

愛
護
思
想
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、

河
川
を
大
切
に
し
、
き
れ
い
に
す
る

気
運
を
高
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
皆
さ
ま
の
自
主
的

な
河
川
愛
護
作
業
の
実
施
な
ど
、
河

川
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・

創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
可
能
な
範
囲
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
建
設
維
持
課
建
設
管
理
Ｇ

（

３
３
２
３
）お
よ
び
各
支
所

広
報
電
話
を
活
用
く
だ
さ
い

　
左
表
の
情
報
が
い
つ
で
も
聞
け
る

よ
う
広
報
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

本
庁
広
報
室
広
聴
広
報
Ｇ（

６

３
２
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
頂
き
ま

し
た
企
業
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

■�

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
軸

と
し
た
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
資
金
寄
附

・
備
後
漬
物
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　佐さ

藤と
う

豊と
よ

太た

郎ろ
う

・
信
和
精
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　上う
わ
し
げ茂
信の
ぶ

夫お

・
株
式
会
社 

ア
ル
ナ

代
表
取
締
役

　雪ゆ
き
や
ま山
大た
け
し

寄
附
・
寄
贈
　

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
予
防
対
策
な
ど
と
し
て
資
金
寄

附
や
物
品
寄
贈

・
株
式
会
社
Ｍ
Ｔ
Ｇ

　

取
締
役
会
長

　大お
お

田た

嘉よ
し
ひ
と仁

・
一
般
社
団
法
人
日
本
危
機
管
理
機

　構

　
　

     

　

    

理
事

　迫さ
こ

田だ

一い
っ
せ
い誠

・
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　取
締
役
代
表
執
行
役
社
長　根ね

岸ぎ
し

秋あ
き

男お

・
九
州
樹
脂
工
業
株
式
会
社
お
よ
び

　株
式
会
社
中
天
貿
易

　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長

　王お
う
し
ょ
う尚

・
薩
摩
川
内
市
管
工
事
業
協
同
組
合

　理
事
長

　上う
え

野の

耕こ
う
さ
く作

・
松ま

つ
し
た
つ
よ
し

下
剛

■�

下
甑
地
域
の
公
共
・
集
会
・
社
会

福
祉
施
設
な
ど
へ
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
、
マ
ス
ク
の
寄
贈

・ 

宮み
や

野の

尚な
お

人と

■�

災
害
対
策
に
係
る
寄
附

・
一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
治
山
林

　道
協
会

　
代
表
理
事
会
長

　森も
り
や
ま山
𥙿𥙿ひ
ろ
し

■�

救
急
救
命
士
訓
練
資
機
材
購
入
用

資
金
寄
附

・ 

伊い

藤と
う

二じ

作さ
く

■�

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
絵
画
寄
贈

・ 

宮み
や
し
た下
博ひ
ろ

志し

■�

長
浜
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
お
よ
び
鹿
島

旅
客
待
合
所
へ
備
品
寄
贈

・ 

海
星
中
学
校
生
徒
会

■�

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
へ
備
品
寄

贈
　

・ 

株
式
会
社
リ
プ
ラ
ス
工
房

代
表
取
締
役

　土つ
ち

屋や

公こ
う
せ
い星

・
川
内
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

　会
■�

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
基
金
へ

寄
附

・ 

九
州
お
ひ
さ
ま
発
電
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　永な
が
や
ま
あ
り
の
り

山
在
紀

■�

川
内
学
校
給
食
会
・
下
甑
学
校
給

食
会
へ
牛
肉
寄
贈

・ 

川
内
食
肉
事
業
協
同
組
合

　組
合
長

　下し
も

八や

㞍じ
り

章あ
き
ら

■�

市
内
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
、

中
央
図
書
館
、
教
育
委
員
会
な
ど

へ
の
寄
附
・
寄
贈

・ 
一
般
財
団
法
人
寺
山
維
持
会

・ 

株
式
会
社
誠
建
設

代
表
取
締
役

　木き

原は
ら

利と
し

子こ

・
東
郷
さ
つ
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

　永な
が
や
ま
し
ん
い
ち

山
伸
一

・
泉い

ず
み

村む
ら

志し

の乃

※�

令
和
２
年
12
月
～
令
和
３
年
３
月

寄
附
・
寄
贈
分

「５つの場面」に気を付けよう 

換気を良くして
三密を避けよう！ 

いつでもマスク
手洗い・消毒忘れずに！ 

飲酒を伴う

懇親会など

1
飲食

大人数や長時間の

２
会話

マスクなしでの 

３
共同生活

狭い空間での 

４
切り替わり

居場所の 

５

※�ダイヤル式電話または
内線専用電話からは利
用できません。

広報電話 
 0120（894）256
番　組　表

21 当番医（日曜日・休日）

22 夜間救急当番医

23 歯科医の休日診療

24 水道サービスセンター

19 Satsumasendai city Public Relations, 2021.05.10



※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

樋
脇
地
域

高
山

　
　想そ

う
た大

入
来
地
域

紺
屋

　
　陽ひ

な愛

税
所

　
　咲え

ま茉

蕨
野

　
　玖く

う羽

井
上

　
　結ゆ

づ
き月

東
郷
地
域

肥
後

　
　京き

ょ
う
た汰

迫

　
　
　芽め

い
か花

鹿
島
地
域

新
留

　
　琉る

き

と

己
斗

川
内
地
域

（
出
生
児
）

横
田

　
　葵あ

お
い

中
内

　
　花か

の
ん音

金
光

　
　晃あ

き
な
り成

水
口

　
　篤あ

つ
き紀

是
枝

　
　真ま

ゆ

と

結
人

德
留

　
　実み

お桜

中
園

　
　ひ
よ
の

岩
切

　
　萌も

ね羽

小
牟
田

　航わ
た
る

井
樋
田

　斗と
う
ま真

前
園

　
　咲え

な花

竹
下

　
　絢あ

や
と斗

有
村

　
　海か

い
と斗

深
水

　
　一い

ち
か花

束
田

　
　桧か

い
り璃

二
反

　
　善ぜ

ん
そ
う想

井
上

　
　羚れ

お央

坂
口

　
　大ひ

ろ
と仁

高
梨

　
　悠は

る
と人

森

　
　
　雄ゆ

う
と飛

小
村

　
　優ゆ

な和

西

　
　
　龍り

ゅ
う
せ
い晟

岡
本

　
　陽ひ

ま
り葵

有
村

　
　凪な

お生

川
﨑

　
　梨り

あ愛

橋
口

　
　和お

と采

本
田

　
　親ち

か
ら良

髙
木

　
　湊み

な
と翔

福
田

　
　旺お

う
し
ゅ
う秀

枦
元

　
　杏あ

こ來

岩
﨑

　
　彩さ

な愛

鶴
薗

　
　杏き

ょ
う
か佳

松
本

　
　光ひ

か
り栞

岡
山

　
　由ゆ

り

の

梨
乃

淵
上

　
　真ま

し
ろ白

瀨
戸
山

　理り

あ愛

愛
川

　
　大た

い
せ
い晴

谷
野

　
　光こ

う
や哉

中
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の
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久
保
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い

と

惟
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　想そ

う
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栫

　
　
　愛え

み美

川
畑

　
　煌お

う
し
ん心

𠮷𠮷
松

　
　瑠る

り璃

仮
屋

　
　琥こ

う
せ
い晴

隈
本

　
　俊し

ゅ
ん
す
け介

神
園

　
　大た

い
が河

平
木

　
　愛ま

な
か華

江
畠

　
　優ひ

な
た陽

山
下

　
　颯は

や
と斗

水
口

　
　大た

い
し
ん心

日
髙

　
　行い

く
も雲

　新型コロナの影響で、宴会もなかなかできな
い状況が続いているけど、今回は、お酒の席な
どで使うせんで弁を紹介するつん。
　
「だれやんめ（だれやめ、だいやめ）」は、晩酌の
意味。語源は、だれ（疲れ）を止めて、休んでお
酒を飲もうというところつん。
「のんかた」は、宴会、飲み会のこと。
「しょちゅん　しおけ」は、「焼酎の塩気」の方言
で、転じて「お酒のつまみ」の意味だつん。
「こしたゆっ、こしたえる」は、調理する。
「んまか（おいしい）」料理とお酒で「よかあんべ
（いい気持ち）」に、「よくろ（酔っぱらう）」て「は
ずんだ（盛り上がった）」あとは、「にせんし（若者

たち）」を捕まえては、「おせん
し（大人たち）」が「やまいもを
ほっ（くだを巻く）」。
　最高で最低の「よくろぼ（酔っ
ぱらい）」だつん。でも、早く新
型コロナが収束し、こんな方言
が飛び交う社会に戻ってほしい
つん。

せんで弁講座
宴会やお酒の席でせんで弁
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■総人口 93,119人（−396人）
　男　性 44,902人（−152人）
　女　性 48,217人（−244人）
■世帯数 46,080世帯（＋��58世帯）

3
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

時／ 5月25日（火）�
9時30分〜11時45分・13時〜16時
所／向田公園
問合先／
市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市民の動き（4月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R3/1/1 〜 R3/4/5）

区　分 件　数
交通事故 49 件（前年比−���7 件）
死　　者 0件（前年比�−���1 件）
負 傷 者 55 件（前年比�−���6 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R3/1/1 〜 R3/4/9）

区　分 件　数
火　災 6件（前年比−��� 8 件）
救　急 1,090 件（前年比−��11 件）
救　助 8件（前年比−��� 8 件）

※火の取り扱いには十分注意してください。

税の納期（5月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課（ 2467）へ

税　目 納期限
軽自動車税 5月31日（月）

202021.05.10 広報

　広報室ではお便り、絵手紙、写真などを募集しています。
住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを明記の上、はがき・
封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁広報室内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集
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※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出（
出
生
・
死
亡
）

を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
に
同

意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

3
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

宮
脇

　
　美
代
子

石
原

　
　年
盛

東
郷
地
域

小
田

　
　シ
ヅ
子

新
原

　
　照
男

祁
答
院
地
域

末
吉

　
　千
鶴
子

下
木
場

　リ
キ

里
地
域

橋
口

　
　ヨ
シ
エ

鹿
島
地
域

柳
川

　
　ツ
ミ
子

中
野

　
　源
和

【
100
】

【
97
】

【
87
】

【
94
】

【
79
】

【
90
】

【
103
】

【
90
】

【
91
】

副
田

副
田

斧
渕

南
瀬

下
手

下
手

里藺
牟
田

藺
牟
田

21 Satsumasendai city Public Relations, 2021.05.10



　今月掲載された方のうち、お１人に宮園製茶の「いむた池
産有機煎茶（自然香味）」「有機くわパウダー」をプレゼント。
地域の環境保全に配慮し、お召し上がりいただく皆さまの
健康増進を願って農薬・化学肥料を使わず、有機栽培にこ
だわって生産・製造した一品です。ぜひ、お楽しみください。

　その他、掲載された方には、竹
紙 100 ノート（Ａ５版）をプレゼン
トします。

（※読者のひろば、キラリ★ひと・みらい、私の Food 記  対象）

宮園製茶
（入来町浦之名 10388）

（44）4176

読 者 の ひ ろ ば
コ
ロ
ナ
が
無
く
な
り
ま
す
よ

う
に

　
コ
ロ
ナ
が
無
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。

私
は
、
志
村
け
ん
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
人
が
死
ぬ
く
ら
い
コ
ロ
ナ
が

危
険
だ
と
知
り
ま
し
た
。
初
詣
の
１
月

２
日
に
、
神
社
に
行
っ
て「
コ
ロ
ナ
が

収
ま
り
ま
す
よ
う
に
」と
、
願
い
ま
し

た
。
１
月
11
日
に
、
宮
之
城
の
お
墓
に

行
っ
た
時
に
も
、
同
じ
こ
と
を
願
い
ま

し
た
。
絶
対
に
願
い
が
叶
っ
て
、
コ
ロ

ナ
が
０
人
に
な
る
よ
う
に
。

ま
な
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８
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ア
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甑
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タ
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利
用

の
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れ
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砂
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有
無
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無
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入
れ
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ナ
オ
ン
」

　
山
奥
に
住
ん
で
い
ま
す
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カ
ラ
ス
が

結
構
飛
ん
で
来
た
り
、
住
ん
で
い
る
ん

で
す
が
、
明
け
方
と
か
夕
方
と
か
あ
っ
、

あ
の
カ
ラ
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だ
ぁ
と
分
か
り
や
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鳴

き
方
の
カ
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で
す
。
少

し
色
っ
ぽ
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ナ
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ナ
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♪
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い
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楽
し
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山
奥
で
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暮
ら
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で
す
。

ま
ゆ
ば
あ
ば（
56
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

提出・問合先／本庁ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

住所、氏名、連絡先、ペンネーム、メッセー
ジを記入の上、メールなどでお送りください。（（ ）） ▲�竹紙100ノート

　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

ニコニコ顔の初孫。たくさん食べ、よく笑い、よく寝る
ヤンチャな男の子です。ギューと抱きしめたい♡�
（ペンネーム：星空を眺めるじいじとばあば）

▲�「フィセチン」含有
で特許申請中のカ
ルシウム・鉄分な
どを含む有機くわ
パウダー（右）

�自然のすっきり爽や
かな優しい味わいの
有機煎茶（左）

▲

222021.05.10 広報

薩摩川内市みらいアドバイザーと
藤本の藤棚

　今月の表紙は、川内高校１年生（当時）が市の委嘱を受け、取
り組んだ「みらいアドバイザー」を採用しました。また、背景に
は、季節の花であり「優しさ」や「歓迎」を花言葉に持つ藤を、樋
脇町藤本地区の藤棚で撮影しました。
　表紙ロゴに登場しているカッパのキャラクターは、川内高校
創立 120 周年記念時に誕生し公認されたゆるキャラ｢ぶんぶん｣
です。（足跡には川内高校の理念である文武両道の「文」と「武」が
あしらわれています）
　２年生になったみらいアドバイザーが後輩たちを優しく迎え
入れ、共に未来へ羽ばたく、そんな思いを込めています。

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115（直通）
　　　　　　  ※音声案内後に内線番号を押してください。
閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　 �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　 �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　 �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　 �0996（55）1111��� 0996（55）1021
里支所　　　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　 �09969（3）2311��� 09969（3）2912
上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　 �09969（2）0001��� 09969（2）1490
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　 �09969（7）0311��� 09969（7）0753
鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　 �09969（4）2211��� 09969（4）2672
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　 �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　 �0996（20）8500��� 0996（20）8512
■
　

広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

今月の表紙に選んだ紫色の藤の花。晩春の季語であるこ
の花は、日本の代表的な書物にも登場しています。

平安時代のベストセラー「源氏物語」にも、物語のキーパー
ソンとして「藤」「紫」の名を持つ人物が登場することから、
個人的には何となく上品で雅

みやび

やかなイメージを持っていまし
た。
　藤はマメ科のツル性植物で、いずれの種類も寿命が長く、
繁殖力が強いことから、古くからめでたい植物として生活に
根差してきたとか。調べてみると、民具や食用など意外と実
用的。特に気になったのは、蔓

つる

の繊維から作る「藤布」。木綿
の普及により途絶えたとされていたものが、昭和30年代に
なって関西地方の山里で引き継がれていたことが発見された
そうです。
　日々の生活での「ちょっと気になる」も調べてみるとさらに
「深ボリ」したくなりますね。　　　　　　　　　　　（川床）

担当者の声

◎今月の表紙

＜目　次＞

Ｐ２　 薩摩川内市みらいアドバイザー×第３回令和デザイントーク
Ｐ６　 薩摩川内市　新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策予算
Ｐ８　 もしものときのために「人生会議」
Ｐ９　 空き家・空き室をセーフティネット住宅として活用しませんか／
　　　 ５月17日は「高血圧の日」です
Ｐ10　 まちの話題
Ｐ12　 企業のチカラ／今月の起業人
Ｐ13　 キジカケル突撃レポート！
Ｐ14　 【今回より新コーナー】
　　　　・深

しん
発見！さつませんだい歴史文化遺産

　　　　・防災トピックス
Ｐ15　 行こうよ！図書館へ
Ｐ16　 情報掲示板
Ｐ22　 読者のひろば

問合先／ 本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」を読むこと
ができます！ダウンロードしてぜひご利用ください。
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申込・問合先／広告代理店：㈱ホープ　　092（716）1404 広告
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